
脱炭素社会実現に向けた取り組みが多方面ですすめ

られている。下水道の分野においても，水処理や汚泥

処理の各々のプロセスについて，省エネルギー，温室

効果ガス排出抑制，下水に含有される物質からのエネ

ルギー回収に関する様々な関連技術が提案・検討・開

発され，その実装が試みられている。下水道を活用し

たエネルギーの効率的利用や下水処理における省エネ

ルギーは，カーボンニュートラルが強く意識される以

前からも高い関心があり，数多くの要素技術開発はな

されてきている。今後は，それらの統合やシステム全

体としてどのように運用されるかがポイントになると

考えられる。そして，その運用にあたり鍵となるもの

が，下水道の運用に関する現状把握であり，様々なセ

ンシング技術がその実現を支援する。ここでは，まず，

計測技術に特に焦点を当てて，検討されている技術の

紹介を行う。

一方で，脱炭素社会実現のロードマップは現在議論

されているが，将来に開発が期待される技術にも依存

する現状や，再生可能エネルギーの普及状況に影響を

受ける点も指摘されている。また，下水道の脱炭素社

会構築の側面に焦点を当てるのみならず，社会インフ

ラとしての下水道の多様な役割も従来通りあるいはそ

れにも増して確実に維持していく必要がある。

このパネルディスカッションでは，下水道の枠内で

のカーボンニュートラルの議論と共に，下水道が今後

も担うべき公衆衛生や流域における健全な物質循環等

の観点から，下水道と脱炭素社会構築の在り方につい

て，議論する。
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